
1 

第１号議案 

２０２４年８月２９日 

第４７３回理事会 

災害等扶助交付金の金額の決定及び通知並びに同交付金の交付について  

 沖縄電力株式会社及び北陸電力送配電株式会社より受理した災害等扶助交付金の交付

申請書に関して、業務規程第１７６条の１３第１項の規定に基づき申請内容の精査を行 

った。これを踏まえ、同条第２項の規定に基づき交付金額を決定し、交付対象者へ決定

通知書により通知するとともに、同規程第１７６条の１４の規定に基づき交付する。 

１．交付申請者 

（１）沖縄電力株式会社

（２）北陸電力送配電株式会社

２．申請件名（案件番号） 

（１）（沖縄エリア）２０２３年８月台風６号による被害に対する仮復旧費用＜追加申

請＞（２０２４－０２） 

（２）（北陸エリア）２０２４年１月能登半島地震による被害に対する仮復旧費用（２

０２４－０３） 

３．申請受理日（案件番号） 

（１）２０２４年８月 ６日（２０２４－０２）

（２）２０２４年８月１５日（２０２４－０３）

４．交付金額（案件番号） 

（１） １１９，１８４，０００円（２０２４－０２）

（２） １，５５４，１０７，０００円（２０２４－０３）

計 １，６７３，２９１，０００円 

※別紙１の審査結果に基づく（自己負担１割を除いた額）

５．申請事業者への決定通知書 

別紙２及び別紙３の通り 

６．交付金の交付（支払い） 
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４．の交付金額については、災害等復旧費用の相互扶助運用要領３．（５）の規定

に基づき、決裁日の翌月末日（２０２４年９月末）までに支払う。 

以 上 

【添付資料】 

別紙１：災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果について 

別紙２：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（沖縄エリア）２０

２３年８月台風６号による被害に対する仮復旧費用＜追加申請＞（２０２４－

０２） 

別紙３：災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について（北陸エリア）２０

２４年１月能登半島地震による被害に対する仮復旧費用（２０２４－０３） 

＜参考＞業務規程（抜粋） 

（災害等扶助交付金の金額の決定） 

第１７６条の１３ 本機関は、交付対象者より災害等扶助交付金の申請があった場合に

は、第１７６条の１５に規定する運用要領で定める基準により申請内容を精査する。 

２ 本機関は、前項の精査を踏まえ、交付対象費用と認められる金額から、交付対象者

による１割の自己負担分を控除して災害等扶助交付金の金額を決定し、当該申請をし

た交付対象者に通知する。 

（災害等扶助交付金の交付） 

第１７６条の１４ 本機関は、前条第２項の規定により通知した金額を当該申請をした

交付対象者に交付する。 



災害等扶助交付金の申請内容及び審査結果について

（別紙１）

１．（沖縄エリア）2023年8月台風6号による被害に対する仮復旧費用〈追加申請〉

２．（北陸エリア）2024年1月能登半島地震による被害に対する仮復旧費用

※上記件名は、申請事業者からの申請件名に基づく



1１．災害等扶助交付金の申請内容について

◼ 沖縄電力㈱及び北陸電力送配電㈱より、計2件の災害等扶助交付金申請があった。（申請書類の不

備等の有無を確認の上、沖縄電力は8/6、北陸電力送配電は8/15付で受理）

◼ 事務局にて申請内容について審査を行った結果を以って、本理事会にて交付額を決定し、決定通知書に

より通知するとともに、同交付金の交付を行うこととしたい。

被災事業者 広域機関

１.災害基準確認

2.申請
3.相互扶助審査開始

4.支払い額の決裁
（理事会）

5.決定通知書発行

6.交付金支払い

7.交付金実績整理

支払い確認

通知書受理

8.年度の交
付実績報告
書を作成

10.年度末
時点における
累計交付金
額の通知

9.年度の交付
実績を報告

年度末時点におけ
る累計交付金額
の通知を受理
（一般送配電事業者）

＜申請交付に係る業務フロー＞ ＜今回申請内容＞

件名
（エリア）

停電発生日
(下段：99％停電

復旧日)

該当する災害要件 最大停電
件数

申請額
（下段：申請対象

費用）

2023年
8月台風6号
（沖縄）
〈追加申請〉

2023/8/1
(2023/8/7)

【発災直後】
・停電軒数（戸数）
10万以上。

215,800戸
119,184,000円

(132,426,530円)

2024年1月
能登半島地震
（北陸）※

2024/1/1
（2024/3/25）

【発災直後】
・最大震度6弱以上を観
測した場合。

約40,000戸
1,554,107,000円

(1,726,785,893円)

合計
1,673,291,000円

(1,859,212,423円)

※今後、追加申請の予定あり
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１. 時間外労務費・日当

131,435 千円

２．人員の移動・宿泊費

992 千円

申請対象費用

132,427千円

（沖縄エリア）2023年8月台風6号〈追加申請〉～申請金額の概要及び査定～

◼ 追加申請の対象となる仮復旧作業は事前準備から99％停電復旧後の仮復旧作業を含む計15日間で

あり、時間外労務費の対象者として延べ2,234名が対応にあたった。

◼ 今回は、追加申請される予定であった時間外労務費・日当、人員の移動・宿泊費の申請であった。

◼ 申請金額の大部分が時間外労務費・日当であった。

◼ 他電力からの応援はなかった。

※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。



3（北陸エリア）2024年1月能登半島地震～申請金額の概要及び査定～

◼ 本災害に係る災害等扶助交付金申請は、運用要領3.(2)エの規定に基づき、追加申請を予定しており、

今回は初回の申請となる。

◼ 仮復旧作業は85日間（1/1~3/25）であり、時間外労務費の対象者として延べ21,684名が対応に

あたった。

◼ 一般送配電事業者等9社に応援を要請し、今回の申請では、先行して3社分の他電力応援費用の申請

があった。

◼ 申請金額の約6割が他電力応援費用、約4割が時間外労務費であった。

※四捨五入の関係で各項目の金額と合計金額が合わない場合がある。

１. 時間外労務費

687,039 千円

２．他電力応援費用

1,039,747 千円

申請対象費用

1,726,786千円



4２．審査結果（総括）

◼ 審査の結果、申請金額や証憑等に問題がないことを確認した。

◼ 本申請案件に係る交付額について、1,673,291,000円で決定する。

申請対象費用
審査結果

交付額
（審査の上決定）

減額 承認額

(沖縄エリア) 2023年8月
台風6号〈追加申請〉

132,426,530円 0円 132,426,530円 119,184,000円

(北陸エリア) 2024年1月
能登半島地震

1,726,785,893円 0円 1,726,785,893円 1,554,107,000円

合計 1,859,212,423円 0円 1,859,212,423円 1,673,291,000円

×
0.9

（10%は自己負担）
千円未満四捨五入



5３．まとめ ～交付額の決定及び申請事業者への対応について～

◼ 速やかに交付額の決定通知書を発行し、交付対象者へ通知する。

◼ 交付金については、運用要領3.(5)の規定に基づき、全額を理事会決議日の翌月末（2024年9月

末）に支払う。

交付額
（今回決定）

理事会決議日の翌月末（2024年9月末）
における支払い額

(沖縄エリア)2023年8月台風6号〈追加申請〉 119,184,000円 ⇒ 119,184,000円

(北陸エリア)2024年1月能登半島地震 1,554,107,000円 ⇒ 1,554,107,000円

計 1,673,291,000円

現行積立残高（①＋②－③） 7,401,843,000円

上記交付額支払い後の積立残高 5,728,552,000円

（参考）

①2024年度拠出総額 6,210,000,000円

②2023年度末時点拠出金残高 2,337,822,000円

③2024年度交付実績累計 1,145,979,000円

［積立残高］
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【補足資料】
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１．（沖縄エリア）2023年8月台風6号による被害に対する仮復旧費用〈追加申請〉
＜沖縄電力株式会社＞
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項目 内容

1．件名 （沖縄エリア）2023年8月台風6号による被害に対する仮復旧費用〈追加申請〉

2．災害要件

3．被害状況 ・停電発生日時 ：2023年8月1日（火）10時
・最大停電日時、戸数：2023年8月2日（水）10時、215,800戸
・損害設備状況 ：配電設備被害、電柱破損7本、電線断線(高圧)258条、

電線断線(低圧)129条 他
・主な停電の原因 ：飛来物、樹木接触による被害等

4．仮復旧終了日（扱い日）
2023年8月7日 (月) 13時

5．申請交付金額（自己負担
一割を除いた額）

119,184,000円

［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

（発災直後）
・非常に強い台風6号が、大東島地方・沖縄本島地方等へ接近し、2023年8月2日10時断面において、
最大停電戸数が215,800戸となり、停電戸数が10万戸を超過した。



9［参考］対象となる申請案件の災害概要 ～（沖縄エリア）台風6号の概要～

参考資料：沖縄気象台資料より一部抜粋
https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/kencho/T2023/T2306.pdf

◼ 台風第6号は、日本の南で急速に発達(中心気圧が24時間で20hPa低下)しながら沖縄地方に接近した。大東島地方と

沖縄本島地方が同時に暴風域に入った。その後、西進に伴い沖縄本島地方と宮古島地方、石垣島地方が同時に暴風域

に入った。2日21時からは西への動きがゆっくりとなり、3日から4日は宮古島の北海上でほとんど停滞し、沖縄地方は約1週

間にわたり台風の影響を受けた。沖縄本島地方は1日から3日と4日から6日、大東島地方は1日と6日から7日の二度にわ

たり暴風域に入った。沖縄本島地方では、6日明け方に本島北部で北西から南東走向の線状降水帯が発生した。

https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/kencho/T2023/T2306.pdf


10［参考］対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

◼ 沖縄電力管内において、交付対象となる災害基準要件((災害共通）停電軒数（戸数）10万以
上）を満たしていることを確認した。

出典：沖縄電力株式会社提出資料（プレスリリース）より



11［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

停電軒数の推移

【災害基準要件】
・停電軒数（戸数）が
10万以上

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可

停電ピーク
8/2
10時

99%停電復旧
8/7
13時

該当なし

申請済

事前対応

停電発生
8/1 
10時

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7

停電発生
8/1
10時

停電ピーク
8/2 10時

215,800戸

99％停電復旧
8/7 13時

該当なし

該当なし

申請済

8/18
まで

事後対応

該当あり

発災前事前準備・復旧作業・支援業務・災害連絡対応等 日当のみ

7/29
から



12［参考］審査結果 ①時間外労務費・日当

項目 申請対象
費用 審査額 差異

時間外労務費 75,306 75,306 0

深夜手当・
その他手当 55,967 55,967 0

日当 162 162 0

計 131,435 131,435 0

＜①時間外労務費内訳＞
単位：千円

※千円未満四捨五入

◼ 時間外労務費の対象として、延べ2,234名が復旧対応にあたった。

◼ 対象期間は、事前準備の7/29～99％停電復旧日の8/7、99％停電復旧日後の仮復旧作業※の

8/14～18の計15日間であった。

◼ 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、

申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問題

ないことを確認した。
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181 
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118 

2 5 

5 

3 4 2 4 4 
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350

7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/14 8/15 8/16 8/17 8/18

（作業内容及び対応人数）
災害連絡対応

発災前事前準備

各事業場での復旧業務に従事（管理）

変電設備の復旧業務

支援業務

設備確認・改修等のために現場出向

事業場での復旧業務

※対象費用は日当のみ
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◼ 人員の移動・宿泊費の対象期間は、事前準備の7/29～99％停電復旧日の8/7、99％停電復旧日後

の仮復旧作業の8/14～18の計15日間であった。

◼ 対象費用は公共交通機関・タクシー・飛行機・船賃の移動費、宿泊費であった。

◼ 対象となる移動・宿泊費が証憑と整合しているか、当該会社の各種規程や証憑と整合しているか、利用

期間等について相違がないかを審査し、問題ないことを確認した。

［参考］審査結果 ②人員の移動・宿泊費

＜②人員の移動・宿泊費の内訳＞
単位：千円

※千円未満四捨五入

項目 申請対象費用 審査額 差異

移動費（公共交通機関・タク
シー・飛行機・船賃） 774 774 0

宿泊費（事前派遣・99％復
旧後の仮復旧対応分含む） 218 218 0

計 992 992 0



14［参考］（多良間～水納島間の海底ケーブル復旧費用の取扱い）

8/3 1:06 水納島において停電発生（水納島の2世帯）

8/4 
住民所有の発電機（ポータブル発電機）で対応。しかし、携帯電話の
充電程度しか供給できない

8/7 供給エリアでは99%停電復旧したが、水納島の状況は依然改善せず

8/9
工事用発電機により仮送電実施
→この段階で初めて生活に支障がない程度の電気を供給

8/11 更に発電機を2台派遣し、15号電柱へ設置して送電完了

8/18 海底ケーブル仮復旧終了。海底ケーブルより仮送電実施

◼ 多良間島から海底ケーブルを通じて電気を供給されている水納島は、8月3日、台風6号の影響による
海底ケーブルの支障により停電となり、住民所有のポータブル発電機で対応した。

◼ 8月7日、沖縄エリアでは99%停電復旧となったが、水納島の状況は依然として改善せず、8月9日に工事
用発電機により仮送電を行い、その後、8月18日に海底ケーブルの仮復旧工事が終了し、これにより海底
ケーブルを通じて電気を供給できるようになった。

◼ 本件については、住民所有のポータブル発電機や工事用発電機による仮送電では不安定な状態である
こと、また、海底ケーブルの工事は被災前系統での送電を前提とした仮工事であると認められることから、
本制度の対象とする。（追加申請における対象費用は、日当、人員の移動・宿泊費）
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２．（北陸エリア）2024年1月能登半島地震による被害に対する仮復旧費用
＜北陸電力送配電株式会社＞



16

項目 内容

1．件名 （北陸エリア）2024年1月能登半島地震による被害に対する仮復旧費用

2．災害要件

3．被害状況
・停電発生日時 ：2024年1月1日（月）16時10分
・最大停電日時、戸数：2024年1月1日（月）16時11分、約40,000戸
・損害設備状況 :【配電設備】電柱傾斜約3,780本、電柱折損約770本、高圧線断線約1,690

箇所等
【変電設備】変圧器他碍管破損
【送電設備】鉄塔部材変形（14線路）、碍子割れ（19線路）

4．仮復旧終了日（扱い日）
2024年3月25日 (月) 400戸

5．申請交付金額
（自己負担一割を除いた額） 1,554,107,000円

［参考］対象となる申請案件の概要 ～申請内容～

（発災直後）
・石川県能登地方を震源とするマグニチュード7.6（最大震度7）の地震が発生した。



17［参考］対象となる申請案件の概要 ～災害基準要件のエビデンス～

◼ 石川県能登半島地方において、交付対象となる災害基準要件((災害共通）最大震度6弱以上を

観測）を満たしていることを確認した。

出典：国土交通省 気象庁ホームページより抜粋



18［参考］対象となる申請案件の概要 ～停電状況及び交付金対象期間～

仮復旧対象期間

停電軒数の推移

時間外
日当

宿泊
旅費

直接工事
(資機材)

委託費

仮/本
区分可

仮/本
区分不可

設備確認、改修等のための現場出向・復旧業務・支援業務等

99%停電復旧
3/25

追加申請予定

事前対応

停電発生
1/1 

16時10分（停電ピーク 16時11分）

追加申請予定

該当なし

該当なし

該当なし

【災害基準要件】
最大震度6弱以上を観測

該当なし

追加申請予定

追加申請予定

該当なし



19［参考］審査結果 ①時間外労務費

項目 申請対象費用 審査額 差異

時間外労務費 394,113 394,113 0

深夜手当 16,329 16,329 0

特別労働手当（荒天） 276,597 276,597 0

計 687,039 687,039 0

＜①時間外労務費内訳＞
単位：千円

※千円未満四捨五入

◼ 時間外労務費の対象として、延べ21,684名が復旧対応にあたった。

◼ 対象期間は、1/1~3/25の85日間であった。

◼ 申請している作業内容が適切か、時間外単価が当該会社の各種規程に基づき適切に計算されているか、

申請期間が「仮復旧対象期間（~99%停電復旧日まで）」を逸脱していないか等について審査し、問題

ないことを確認した。
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◼ 応援事業者9社のうち、先行して3社分（北海道電力NW、中部電力PG、中国電力NW）の申請が

あった。

◼ 応援にかかった費用は、応援事業者からの請求額全額を承認することを前提に、応援内容や証憑及び申

請金額等について審査し、問題ないことを確認した。

［参考］審査結果 ②他電力応援費用

項目 申請対象
費用 審査額 差異

北海道電力
ネットワーク㈱

91,413 91,413 0

中部電力
パワーグリッド㈱ 873,925 873,925 0

中国電力
ネットワーク㈱ 74,409 74,409 0

計 1,039,747 1,039,747 0

単位：千円

＜②応援事業者の内訳＞

資料提供：北陸電力送配電㈱申請書類より

＜参考＞

※千円未満四捨五入



（別紙２） 

広域総第２０２４－０６０号  

２０２４年８月２９日  

 

沖縄電力株式会社  

代表取締役社長  

社長執行役員  

本永  浩之  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２４年８月６日付で受理致しました「（沖縄エリア）２０２

３年８月台風６号による被害に対する仮復旧費用＜追加申請＞」に

関する災害等扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１

３第１項に基づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の

１３第２項に基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通

知致します。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

（沖縄エリア）２０２３年８月台風６号による被害に対する仮

復旧費用＜追加申請＞（２０２４－０２）  

２．交付金額  

１１９，１８４，０００円  

３．交付決定日  

２０２４年８月２９日  

４．交付金支払い日  

２０２４年９月３０日  

以上  



（別紙３） 

広域総第２０２４－０６１号  

２０２４年８月２９日  

 

北陸電力送配電株式会社  

代表取締役社長  

棚田  一也  殿  

電力広域的運営推進機関  

 理事長  大山  力     

 

災害等扶助交付金の申請に関する交付金決定通知について  

 

２０２４年８月１５日付で受理致しました「（北陸エリア）２０

２４年１月能登半島地震による被害に対する仮復旧費用」に関する

災害等扶助交付金の申請について、業務規程第１７６条の１３第１

項に基づき、申請内容の精査を行い、業務規程第１７６条の１３第

２項に基づき、下記の通り交付金額を決定致しましたので通知致し

ます。  

 

記  

１．件名（案件番号）  

  （北陸エリア）２０２４年１月能登半島地震による被害に対す

る仮復旧費用（２０２４－０３）  

２．交付金額  

１，５５４，１０７，０００円  

３．交付決定日  

２０２４年８月２９日  

４．交付金支払い日  

２０２４年９月３０日  

以上  
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